
講義科目名称： 地域・在宅看護論実習

英文科目名称： Clinical Practice in Home Health Nursing

BC3143科目ナンバー： 2230301400授業コード：

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

担当教員

通年 3学年 2単位 必修

◎関睦美、野口裕子、前川絵里子、久保野裕子、佐藤さゆり

添付ファイル

授業種類

　通年　　　60時間
　　【開講】　　【授業時間】

【氏名】　　　　　　  【研究室】　　　　　　　　　【メールアドレス】
◎関 睦美　　　　　　　　301　　　　　　　　　　　　museki@niigata-cn.ac.jp
　野口 裕子　　　　　　　209　　　　　　　　　　　　yuko@niigata-cn.ac.jp
　前川 絵里子　　　　　　307　　　　　　　　　　　　maekawa@niigata-cn.ac.jp
　久保野 裕子　　　　　　共同研究室2　　　　　　　　kubono@niigata-cn.ac.jp
　佐藤 さゆり　　　　　  共同研究室2　　　　　　　　sayusato@niigata-cn.ac.jp
実務経験のある教員が担当します

【担当教員】

専門科目
【本学の科目区分】

看護師課程
【保健師助産師看護師学校養成所指定規則に定める種類】

【ＤＰ１】【ＤＰ２】【ＤＰ３】【ＤＰ４】【ＤＰ５】【ＤＰ６】【ＤＰ７】
　　〇　　　　◎　　　　○　　　　〇　　　　〇

到達目標 1.在宅療養者とその家族を支援する、訪問看護ステーションの概要を理解する。
2.在宅療養者とその家族の生活をとらえ、生活者であることを理解する。
3.在宅療養者とその家族の生活上・健康上の課題についてアセスメントし、課題解決を導く支援方法を考える
ことができる。
4.看護実践の観察・補助を行い、在宅看護の意義を説明できる。
5.在宅療養者が利用する社会資源や法制度について理解することができる。

授業概要 在宅療養者とその家族の健康状態や療養・介護生活の状況を把握し、看護過程を展開することを通して、在宅
療養者と家族のQOLを高めるための支援方法を学ぶ。また、訪問看護師の看護実践を観察・考察し、地域におけ
る看護の役割と意義を理解する。さらに、在宅療養者と家族を支える地域ケアシステムを理解し、関係職種の
役割や連携、社会資源の活用について学ぶ。

授業計画 授業内容
授業形態：実習
学修課題：地域・在宅看護における看護過程の展開および、看護師との同行訪問による看護実践
の意味付け
学修内容：
　1．オリエンテーション
　　実習施設の概要と活動状況の理解
　2．同行訪問
　　受け持ち事例の看護過程の展開、訪問看護師による看護実践の意味付け
　3．多職種連携場面の見学
　4．カンファレンス
　　訪問看護計画や訪問看護の特徴、地域包括支援システムにおける地域・在宅看護の役割など
　　についてディスカッション
事前学修：テキストP396「訪問看護実習の手引き」を理解しておく。心音、肺音、腸蠕動音を含
　　　　　むバイタルサインの測定手順、フィジカルアセスメント、医療保険制度、介護保険制
　　　　　度、障害者総合支援法によるサービス利用の手続きやサービスの種類、脳梗塞、ALS、
　　　　　パーキンソン病、脊髄小脳変性症、高血圧、心不全、糖尿病、統合失調症、認知症の
　　　　　病態生理を復習する。
事後学修：実習目標に対する、自己の学びについてレポートを作成する。
備考：詳細は地域・在宅看護論実習要項を参照すること

評価方法、評価基
準

到達目標1～5に対して、評価ルーブリック100％とする。

必携図書 河原加代子（2022）：系統看護学講座　専門分野　地域・在宅看護論[1]　地域・在宅看護の基盤，第6版，医
学書院．
河原加代子（2022）：系統看護学講座　専門分野　地域・在宅看護論[2]　地域・在宅看護の実践，第6版，医
学書院．

参考図書・資料等 地域在宅看護論Ⅱ、Ⅲ、地域・在宅看護論演習で用いた講義資料等



受講、課題、資料
配布等のルール

必要時知らせる。

教員からのメッ
セージ

既習内容を結び付けて積極的に実習を行ってください。実習をする中で生じた疑問や意見についても積極的に
発言してください。

オフィスアワー 随時（メールで調整）


